
前回の答えQ1：4000 本　Q2：842 台

Q

記入例を参考にご応募ください。応募いただいた個
人情報は、当選者の抽選以外には使用いたしません。

平成30年2月23日（金）当日消印有効
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて頂きます。

応募方法

締　切

記入例

62円
切手

1. 答え

2. 住所
　〒000-0000
　□□県□□市□□区
　□□0-0-0
3. 氏名：愛知 県子
4. 年齢：35 歳  
5 . TEL：000-0000-0000
6. ご意見・ご感想
 □□□□□□□□□

おもて う ら

名古屋市中区
丸の内２-1-11
NOSAI あいちクイズ係

4 6 0 0 0 0 2 □□

クイズに答えて図書カード
1000円分をプレゼント！

NOSAI あいちや農業
共済新聞に載りたい！
紹介してほしい！
という農家さんの情報
もお待ちしてます！

収入保険に加入するためには
□□申告をしていることが
前提となります。
□□に入る漢字は？

　

世
間
が
思
う
農
業
と
い
え
ば
『
き
つ
い
・
汚
い
・

か
っ
こ
悪
い
』
の
３
Ｋ
だ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
食
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
農
業
の
明
る
い
未
来

の
為
、
こ
れ
か
ら
は
『
感
動
で
き
る
・
カ
ッ
コ
い

い
・
稼
げ
る
』
の
３
Ｋ
産
業
に
な
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
農
業
の
明
る
い
未
来
を
実

現
化
出
来
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い
け
る

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
杉
村 

栄
規
さ
ん
）

愛
西
市
　（
写
真
右
か
ら
）

杉
村 

栄
規（
42
歳
）さ
ん

伊
藤 

雅
人（
21
歳
）さ
ん

杉
村 

彰
規（
22
歳
）さ
ん

水
稲
／
約
6
2
0
0
a 

な
ど（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）

12

事務所移転・名称変更のお知らせ

平成30年4月1日より尾張支所の事務所を移転する
ことにより、尾張東部出張所は統合します。4月1日以降
に、ご用の際は下記までご連絡下さい。

平成30年2月13日より事務所を移転いたします。

平成30年4月1日より名称を変更し、　
尾張支所海部津島出張所となります。

【 半田支所 】

【 海部津島出張所 】

【 尾張支所・尾張東部出張所 】

住　　所／〒４６０-０００２
　　　　　愛知県農業共済組合 尾張支所
　　　　　名古屋市中区丸の内二丁目１-１１　
　　　　　愛知県農業共済会館５階
電話番号／（０５２）２０４-２４１２
FAX番号／（０５２）２２８-０２４４

事務所移転先

事務所移転先
住　　所／〒４７５-０８１７
　　　　　愛知県農業共済組合 半田支所
　　　　　半田市東洋町三丁目６０番地
電話番号／（０５６９）２５-４４５１
FAX番号／（０５６９）２５-４４５２

※平成30年4月1日より名称を変更し、尾張支所半田出張所となります。

発
行
：
愛
知
県
農
業
共
済
組
合

〒
460-0002 名

古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
１
番
11号

  T
EL（
052）204 -2411  FA

X（
052）204 -0539 　

http://w
w
w
.nosai-aichi.jp

特集
●新年あいさつ  P.02

●臨時総代会  P.03
●書写全国コンクール  P.03
●今年の抱負  P.04

●収入保険がはじまります  P.06
●各事業からのお知らせ   P.08
●事務所変更・移転のお知らせ  P.12

ノーサイくん
ゆるキャラグランプリ2017
 9位入賞しました。
 応援ありがとう
   ございました。 
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新年
あいさつ

｜第 1回｜

臨
時
総
代
会

　

平
成
29
年
度
第
１
回
臨
時
総

代
会
を
１１
月
９
日（
木
）、愛
知
県

農
業
共
済
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

議
長
に
は
豊
田
市
の
松
井
惇

さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
全
議
案
が

可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

N
O
S
A
I
制
度
の
役
割
、農
業・環
境
保
全
の
大
切

さ
並
び
に
食
育
に
つ
い
て
関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、ま
た
書
写
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
愛

知
県
内
の
小・中
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
書
写
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
は
、応
募
総
数
２
６
３
点
か
ら
右
の
愛
知
県

農
業
共
済
組
合
長
賞
入
賞
作
品
を
選
出
し
、各
作
品
は

全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
災
害
補
償
制
度

施
行
70
周
年
記
念
特
別
表
彰
及
び
、

平
成
29
年
度
農
業
共
済
功
績
者

提出された議案

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

附帯決議

定款の一部改正について

共済規程の一部改正について

平成２９年度業務収支予算の変更について

平成３０年産農作物（水稲）共済危険段階基準共済掛金率等の設定について

平成３０年度園芸施設共済危険段階基準共済掛金率等の設定について

損害評価会委員の補欠選任について

組合長理事　白井　良始

議長　松井 惇　総代

全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
並
び
に

愛
知
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
入
賞
作
品

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
九
州
北
部
の
記
録
的
豪

雨
、
秋
雨
前
線
停
滞
に
よ
る
秋
田
県
を
中
心

と
し
た
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
９
月
に
は
台

風
18
号
に
よ
り
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。本
県
で
は
10
月
に
上
陸
し

た
台
風
21
号
、22
号
に
よ
り
、水
稲
・
大
豆
に

お
け
る
倒
伏
や
冠
水
に
よ
る
収
量
の
減
少
、

園
芸
施
設
の
被
覆
材
の
破
損
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

損
害
評
価
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に

は
、共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
向
け
て
、ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
70
周
年
を
迎
え
た
「
農
業
災

害
補
償
法
」は
、
本
年
４
月
か
ら「
農
業
保
険

法
」と
な
り
ま
す
。新
た
に「
収
入
保
険
制
度
」

施
行
一
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
、

我
々
農
業
共
済
団
体
は
従
来
か
ら
の
農
業
共

済
制
度
に
加
え
、
自
然
災
害
以
外
の
要
因
に

よ
る
収
入
減
少
も
補
償
し
、
農
業
経
営
全
体

を
包
括
的
に
支
え
る「
収
入
保
険
制
度
」を
担

う
組
織
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
・
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
自
然
災
害
に
対
す
る
農
業

経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
担
う
私
た
ち

農
業
共
済
団
体
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
国
土
を
守
り
、国
民
の
食
糧
自
給
を

高
め
、安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
も
、
私
た
ち
農
業
共
済
団
体
は
、
農
家

の
立
場
に
立
っ
た
団
体
と
し
て
、皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
実
り
豊
か
な
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、組
合
員
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
賀
新
年

副
組
合
長
理
事

副
組
合
長
理
事

専
務
理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

代
表
監
事

監
事

監
事

石
川 

克
則

平
野 

和
実

深
谷  

守

二
村 

利
久

石
黒 

秀
一

牛
田 

幸
夫

大
橋 

義
弘

前
田  

隆

坂
野 

周
治

名
倉 

正
裕

天
野 

𠮷
伸

柴
田 

文
志

河
合 

勝
正

権
田 

晃
範

小
清
水 

尚
司

髙
瀬 

与
志
彦

加
藤  

勝

野
口 

隆
幸

髙
橋 

紀
博

組合長理事

白井 良始

後
藤 

勝
義 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

稲
吉 

光
治 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

◆
平
成
29
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

◆
農
業
災
害
補
償
制
度
施
行
70
周
年
記
念

　

永
年
勤
続
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
関
係
者
表
彰

入賞
作品

農
業
災
害
補
償
制
度
70
周
年
記
念

書
写
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

【 

3
部 

】 

飛
田 

智
恵
美
さ
ん（
津
島
市
立
神
守
中
学
校 

2
年
）

　
　
　
　 

吉
田 

康
輝
さ
ん（
あ
ま
市
立
甚
目
寺
南
中
学
校 

1
年
）

【 
2
部 
】

岡
本 
愛
梨
さ
ん

（
碧
南
市
立
中
央
小
学
校 

5
年
）

森 

彩
香
さ
ん

（
稲
沢
市
立
稲
沢
東
小
学
校 
6
年
）

【 

1
部 

】

宮
田 

孟
典
さ
ん

（
大
府
市
立
吉
田
小
学
校 

4
年
）

大
岩 

海
翔
さ
ん

（
阿
久
比
町
立
草
木
小
学
校 

3
年
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
関
係
者
と
し
て
永
年
勤
続
し
、事
業
の
推
進
に

特
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
、他
の
模
範
と
な
る
者
。

鈴
木 

貞
之 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

稲
吉 

伸
治 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

第
１
号
表
彰（
２
名
）　
共
済
連
絡
員
、損
害
評
価
員
、損
害
評
価
会
委

員
、家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委
員
又
は

嘱
託
・
指
定
獣
医
師
等
と
し
て
農
業
共
済
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展

に
協
力
し
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。

白
井 

良
始 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

組
合
長
理
事
）

河
合 

勝
正 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

理
事
）

横
粂  

鈞 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

前
代
表
監
事
）

第
２
号
表
彰（
３
名
） 

役
員（
農
業
共
済
団
体
及
び
事
業
実
施
市
町
村

の
範
囲
と
す
る
。以
下
職
員
に
つ
い
て
同
じ
。）と
し
て
の
勤
続
年
数

が
、表
彰
実
施
年
度
の
前
８
年
以
上
に
わ
た
る
者
で
あ
っ
て
、顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
者
。

浅
野 

吉
光 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

尾
張
支
所 

支
所
長
）

外
山 

嘉
紀 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

企
画
部
長
）

河
合 

孝
幸 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

東
三
河
支
所 

支
所
長
）  

第
３
号
表
彰（
３
名
） 

職
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が
、表
彰
実
施
年
度
の

前
２０
年
以
上
に
わ
た
る
者
で
あ
っ
て
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。
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新年
あいさつ

｜第 1回｜

臨
時
総
代
会

　

平
成
29
年
度
第
１
回
臨
時
総

代
会
を
１１
月
９
日（
木
）、愛
知
県

農
業
共
済
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

議
長
に
は
豊
田
市
の
松
井
惇

さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
全
議
案
が

可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

N
O
S
A
I
制
度
の
役
割
、農
業・環
境
保
全
の
大
切

さ
並
び
に
食
育
に
つ
い
て
関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、ま
た
書
写
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
愛

知
県
内
の
小・中
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
書
写
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
は
、応
募
総
数
２
６
３
点
か
ら
右
の
愛
知
県

農
業
共
済
組
合
長
賞
入
賞
作
品
を
選
出
し
、各
作
品
は

全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
災
害
補
償
制
度

施
行
70
周
年
記
念
特
別
表
彰
及
び
、

平
成
29
年
度
農
業
共
済
功
績
者

提出された議案

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

附帯決議

定款の一部改正について

共済規程の一部改正について

平成２９年度業務収支予算の変更について

平成３０年産農作物（水稲）共済危険段階基準共済掛金率等の設定について

平成３０年度園芸施設共済危険段階基準共済掛金率等の設定について

損害評価会委員の補欠選任について

組合長理事　白井　良始

議長　松井 惇　総代

全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
並
び
に

愛
知
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
入
賞
作
品

　

旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
九
州
北
部
の
記
録
的
豪

雨
、
秋
雨
前
線
停
滞
に
よ
る
秋
田
県
を
中
心

と
し
た
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
９
月
に
は
台

風
18
号
に
よ
り
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。本
県
で
は
10
月
に
上
陸
し

た
台
風
21
号
、22
号
に
よ
り
、水
稲
・
大
豆
に

お
け
る
倒
伏
や
冠
水
に
よ
る
収
量
の
減
少
、

園
芸
施
設
の
被
覆
材
の
破
損
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

損
害
評
価
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に

は
、共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
向
け
て
、ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
70
周
年
を
迎
え
た
「
農
業
災

害
補
償
法
」は
、
本
年
４
月
か
ら「
農
業
保
険

法
」と
な
り
ま
す
。新
た
に「
収
入
保
険
制
度
」

施
行
一
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
、

我
々
農
業
共
済
団
体
は
従
来
か
ら
の
農
業
共

済
制
度
に
加
え
、
自
然
災
害
以
外
の
要
因
に

よ
る
収
入
減
少
も
補
償
し
、
農
業
経
営
全
体

を
包
括
的
に
支
え
る「
収
入
保
険
制
度
」を
担

う
組
織
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
・
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
自
然
災
害
に
対
す
る
農
業

経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
担
う
私
た
ち

農
業
共
済
団
体
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
国
土
を
守
り
、国
民
の
食
糧
自
給
を

高
め
、安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
も
、
私
た
ち
農
業
共
済
団
体
は
、
農
家

の
立
場
に
立
っ
た
団
体
と
し
て
、皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
実
り
豊
か
な
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、組
合
員
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
賀
新
年

副
組
合
長
理
事

副
組
合
長
理
事

専
務
理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

代
表
監
事

監
事

監
事

石
川 

克
則

平
野 

和
実

深
谷  

守

二
村 

利
久

石
黒 

秀
一

牛
田 

幸
夫

大
橋 

義
弘

前
田  

隆

坂
野 

周
治

名
倉 

正
裕

天
野 

𠮷
伸

柴
田 

文
志

河
合 

勝
正

権
田 

晃
範

小
清
水 

尚
司

髙
瀬 

与
志
彦

加
藤  

勝

野
口 

隆
幸

髙
橋 

紀
博

組合長理事

白井 良始

後
藤 

勝
義 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

稲
吉 

光
治 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

◆
平
成
29
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

◆
農
業
災
害
補
償
制
度
施
行
70
周
年
記
念

　

永
年
勤
続
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
関
係
者
表
彰

入賞
作品

農
業
災
害
補
償
制
度
70
周
年
記
念

書
写
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

【 

3
部 

】 

飛
田 

智
恵
美
さ
ん（
津
島
市
立
神
守
中
学
校 

2
年
）

　
　
　
　 

吉
田 

康
輝
さ
ん（
あ
ま
市
立
甚
目
寺
南
中
学
校 

1
年
）

【 

2
部 

】

岡
本 

愛
梨
さ
ん

（
碧
南
市
立
中
央
小
学
校 

5
年
）

森 

彩
香
さ
ん

（
稲
沢
市
立
稲
沢
東
小
学
校 

6
年
）

【 

1
部 

】

宮
田 

孟
典
さ
ん

（
大
府
市
立
吉
田
小
学
校 

4
年
）

大
岩 

海
翔
さ
ん

（
阿
久
比
町
立
草
木
小
学
校 

3
年
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
関
係
者
と
し
て
永
年
勤
続
し
、事
業
の
推
進
に

特
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
、他
の
模
範
と
な
る
者
。

鈴
木 

貞
之 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

稲
吉 

伸
治 【
西
三
河
】 損
害
評
価
会
委
員

第
１
号
表
彰（
２
名
）　
共
済
連
絡
員
、損
害
評
価
員
、損
害
評
価
会
委

員
、家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委
員
又
は

嘱
託
・
指
定
獣
医
師
等
と
し
て
農
業
共
済
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展

に
協
力
し
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。

白
井 
良
始 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

組
合
長
理
事
）

河
合 
勝
正 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

理
事
）

横
粂  

鈞 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

前
代
表
監
事
）

第
２
号
表
彰（
３
名
） 

役
員（
農
業
共
済
団
体
及
び
事
業
実
施
市
町
村

の
範
囲
と
す
る
。以
下
職
員
に
つ
い
て
同
じ
。）と
し
て
の
勤
続
年
数

が
、表
彰
実
施
年
度
の
前
８
年
以
上
に
わ
た
る
者
で
あ
っ
て
、顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
者
。

浅
野 

吉
光 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 
尾
張
支
所 

支
所
長
）

外
山 

嘉
紀 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 
企
画
部
長
）

河
合 

孝
幸 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

東
三
河
支
所 
支
所
長
）  

第
３
号
表
彰（
３
名
） 

職
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が
、表
彰
実
施
年
度
の

前
２０
年
以
上
に
わ
た
る
者
で
あ
っ
て
、顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。
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伊
藤
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
を
見
る
と
、こ
ち

ら
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
て
２
年
目
。澤
田
さ
ん
を
は

じ
め
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。今
年
は

本
格
的
に
始
め
る
イ
チ
ゴ
狩
り
を
軌
道
に
乗
せ
た
い

で
す
。

　

桃
の
木
の
枝
を
Y
字
に
す
る
こ
と
で
、
高
所
作
業

車
が
入
れ
る
よ
う
に
し
て
省
力
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。理
想
と
し
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
新
た
な
技
術

の
導
入
も
検
討
し
た
い
で
す
。昨
年
は
台
風
や
病
虫

害
が
多
く
大
変
で
し
た
が
、力
を
合
わ
せ
て
栽
培
を

工
夫
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀧 　

義
雄
さ
ん（
71
歳
）　

す
み
子
さ
ん（
67
歳
）

　

 　

信
義
さ
ん（
42
歳
）

小
塚 

芽
依
ち
ゃ
ん（
孫
2
歳
）

【 

稲
沢
市 

】　
水
稲
／
約
60　

 

、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
／
約
10

岩
本 

吉
幸
さ
ん（
４４
歳
）　

和
歌
子
さ
ん（
４１
歳
）

【 

田
原
市 

】　
電
照
ギ
ク
／
43
ａ

磯
村 

直
紀
さ
ん（
５０
歳
）　

千
賀
子
さ
ん（
４５
歳
）

【
豊
田
市
】　
梨
／
約
１
０
０
ａ
、桃
／
約
１
５
０
ａ

澤
田 

裕
さ
ん（
５９
歳
）

【 

阿
久
比
町 

】　
水
稲
／
約
20

伊
藤 

和
也
さ
ん（
４３
歳
）

【 

美
浜
町 

】　
イ
チ
ゴ
／
２
棟

　

年
に
4
回
あ
る
老
人
会
で
の
旅
行
が
楽
し
み
で

す
。先
日
は
淡
路
に
行
き
ま
し
た
。年
明
け
の
2
月
に

は
伊
勢
神
宮
の
朔
日
餅
を
食
べ
に
行
き
ま
す
。

　

昨
年
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
稲
刈
り
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
と
て
も
大
変
な
年
で
し
た
。

　

今
年
は
天
候
が
良
く
仕
事
も
順
調
に
い
っ
て
、家
族

み
ん
な
で
健
康
に
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

菊
も
同
様
、
岩
本
家
の
家
族
で
す
。愛
情
を
注
げ

ば
、そ
れ
に
応
え
て
綺
麗
に
咲
い
て
く
れ
る
、そ
れ
が

仕
事
の
楽
し
み
で
す
。

　
「
昨
年
よ
り
も
心
を
込
め
て
」
が
毎
年
の
モ
ッ

ト
ー
。こ
れ
か
ら
先
も
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
信
念
と

し
、一
人
前
の
菊
に
な
る
よ
う
立
派
に
育
て
上
げ
た
い

で
す
。そ
し
て
両
親
、
子
供
た
ち
と
の
幸
せ
な
時
間

も
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

ノ
ー
サ
イ
く
ん

　

N
O
S
A
I
は
常
に
農
家
と
共

に
あ
る
思
い
を
込
め
ま
し
た
。法
律

が
改
正
さ
れ
、
新
制
度
施
行
後
も
、

N
O
S
A
I
は
農
業
経
営
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
担
う
組
織
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
、農
家
に
よ
る
農
家
の
た
め
の
組

織
と
し
て
、皆
様
と
一
体
と
な
り
歩

ん
で
い
き
ま
す
。

今年の抱負を教えてもらいました！

ｈa

a

ｈa
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確定申告（３月）
保険金等の請求・支払（３月～６月）

平成３２年
収入保険の

収入算定期間（１月～12月）

平成３１年

収
入
保
険
が
は
じ
ま
り
ま
す

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

◆加入・支払等手続のスケジュール（注）個人の場合のイメージ

収入保険に加入できるか
簡単にチェックしてみましょう

農業所得はありますか

確定申告は青色ですか

農業収入はありますか

４年以上の
申告実績がありますか

（平成２６年分から平成２９年分まで）
新たに青色申告を始めるために平成２９年３月１５日
までに青色申告承認申請書を提出しましたか※

加入できます※ 一定の制限がつきますが
加入できます※

平成３０年からの
加入申請はできません

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
に
は
青

色
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

で
す
。

　
平
成
３０
年
の
加
入
申
請
に
間
に
合

わ
な
く
て
も
、
翌
年
度
以
降
収
入
保

険
に
加
入
申
請
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

青
色
申
告
は
、
難
し
く
て
大
変
だ
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、経
営
内
容
を
客
観
的
に
把
握
で
き
、経
営
の

安
定
化
や
収
入
の
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

必
要
な
書
類
や
帳
簿
の
作
成
方
法
、
手
続
き
な
ど

の
疑
問
・
質
問
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

青色申告の特徴・メリット

注）新たに青色申告を始めるためには個人の場合、３月１５日までに最寄りの税務署に青色申告承認
　 申請書を提出する必要があります。

青色申告特別控除
「正規の簿記」の場合は６５万円、「簡易な方式」の場合は
１０万円を所得から控除可能。

損失の繰り越しと繰り戻しが可能
その年の赤字額を確定申告で損失申告することで向こう３年以内に
出る所得と差し引くことができる。
また損失が生じた年の前年に赤字を繰り戻して、前年の所得税の還付を
受けることもできます。

青色事業専従者給与の必要経費算入
事業主の家族を従業員として雇用する場合、
家族への給与が全額必要経費に。

スタート
! 

加入申請（10月～11月）
保険料等の納付（12月末まで）

平成３０年

1
メリット

2
メリット

3
メリット

青色申告特別控除額

事業専従者控除

純損失の繰越し できない

なし

配偶者・・・８６万円
配偶者以外・・・５０万円 全額（届出の範囲内で払った金額）

できる

最高１０万円又は６５万円

◆白色申告との比較

白色申告 青色申告

最高

No

No

No

Yes

YesNoYes

Yes

Ｑ
．収
入
保
険
の
対
象
と
な
る
農
産
物
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
．農
業
者
が
自
ら
生
産
し
、販
売
し
て
い
る
農
産
物
の
販
売
収
入
全

体
を
対
象
と
し
ま
す
。た
だ
し
、
マ
ル
キ
ン
の
対
象
品
目
で
あ
る
、

肉
用
牛
・
肉
用
子
牛
・
肉
豚
・
鶏
卵
に
つ
い
て
は
含
み
ま
せ
ん
。

Ｑ
．作
業
受
託
料
は
対
象
収
入
と
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
．作
業
受
託
料
は
雑
収
入
と
し
て
計
上
さ
れ
る
こ
と
か
ら
対
象
収

入
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
．病
気
、
怪
我
に
よ
り
出
荷
量
が
減
少
し
て
収
入
が
減
少
し
た
場

合
、対
象
と
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．補
償
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
。

　
（
個
別
に
事
情
を
確
認
し
て
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
）

Ｑ
．果
樹
を
改
植
す
る
と
一
定
期
間
収
入
が
減
少
し
ま
す
が
、
補
て

ん
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．改
植
や
圃
場
整
備
等
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
保
険
期
間
の
収
穫
量

が
減
少
す
る
場
合
は
、
引
受
の
時
点
で
基
準
収
入
を
下
方
修
正

す
る
た
め
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．収
入
保
険
を
中
途
解
約
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
は

返
還
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
．収
入
保
険
の
保
険
料
は
掛
け
捨
て
で
あ
り
、
保
険
の
共
同
準
備

財
産
と
し
て
プ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
か
ら
中
途
解
約
に
よ
る
返
還
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。他
方
、
積
立
方
式
に
お
け
る
農
業
者

の
積
立
金
は
自
分
の
持
ち
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
途
解
約
の
場

合
は
返
還
し
ま
す
。

Ｑ
．保
険
料
、積
立
金
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．保
険
料
に
つ
い
て
は
、必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
。積
立
金
に

つ
い
て
は
預
け
金
と
な
り
ま
す
。

収
入
保
険
の
対
象
者
は
、
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業
者（
個
人
・
法
人
）で
す
。

（
た
だ
し
、現
金
主
義
の
農
業
者
は
対
象
外
で

す
）

農
業
者
ご
と
に
、
保
険
期
間
の
収

入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割

を
補
て
ん
し
ま
す
。

（
補
償
限
度
９
割
・
支
払
率
９
割

で
加
入
し
た
場
合
）

6
つ
の

ポ
イ
ン
ト
！

収
入
保
険
の

実
施
主
体
は
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
で
す
が
、
加
入
手
続
き
等

の
窓
口
は
、
地
域
の
農
業
共
済
組

合
が
担
当
い
た
し
ま
す
。小
さ
な

疑
問
か
ら
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
は
平
成
30
年
10
月
か
ら

で
す
が
、
４
月
よ
り
申
込
の
試
算

な
ど
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

収
入
保
険
は
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自

然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価

格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん

す
る
保
険
で
す
。

品
目
の
限
定
は

基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

米
・
畑
作
物
・
野
菜
・
果
樹
・
花
・
た
ば
こ
・
茶
・

し
い
た
け
・
は
ち
み
つ
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の

農
産
物
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

簡
易
な
加
工
品（
精
米
な
ど
）も
含
み
ま
す
。

※

農
業
共
済
、ナ
ラ
シ
対
策
、野
菜
価
格
安
定
制

度
等
の
他
の
類
似
制
度
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら

か
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※

肉
用
牛
・
肉
用
子
牛
・
肉
豚
・
鶏
卵
は
マ
ル
キ

ン
等
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
別
立
て
と

な
り
ま
す
。

農業者さまからのＱ＆Ａ（よくいただくご質問）

ポイント

1

ポイント

4
ポイント

5
ポイント

6

ポイント

2
ポイント

3

※平成30年3月15日までに青色申告承認申請書を提出すると、平成31年からの加入申請ができます。
※現金主義の農業者は対象外です。
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確定申告（３月）
保険金等の請求・支払（３月～６月）

平成３２年
収入保険の

収入算定期間（１月～12月）

平成３１年

収
入
保
険
が
は
じ
ま
り
ま
す

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

◆加入・支払等手続のスケジュール（注）個人の場合のイメージ

収入保険に加入できるか
簡単にチェックしてみましょう

農業所得はありますか

確定申告は青色ですか

農業収入はありますか

４年以上の
申告実績がありますか

（平成２６年分から平成２９年分まで）
新たに青色申告を始めるために平成２９年３月１５日
までに青色申告承認申請書を提出しましたか※

加入できます※ 一定の制限がつきますが
加入できます※

平成３０年からの
加入申請はできません

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
に
は
青

色
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

で
す
。

　
平
成
３０
年
の
加
入
申
請
に
間
に
合

わ
な
く
て
も
、
翌
年
度
以
降
収
入
保

険
に
加
入
申
請
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

青
色
申
告
は
、
難
し
く
て
大
変
だ
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、経
営
内
容
を
客
観
的
に
把
握
で
き
、経
営
の

安
定
化
や
収
入
の
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

必
要
な
書
類
や
帳
簿
の
作
成
方
法
、
手
続
き
な
ど

の
疑
問
・
質
問
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

青色申告の特徴・メリット

注）新たに青色申告を始めるためには個人の場合、３月１５日までに最寄りの税務署に青色申告承認
　 申請書を提出する必要があります。

青色申告特別控除
「正規の簿記」の場合は６５万円、「簡易な方式」の場合は
１０万円を所得から控除可能。

損失の繰り越しと繰り戻しが可能
その年の赤字額を確定申告で損失申告することで向こう３年以内に
出る所得と差し引くことができる。
また損失が生じた年の前年に赤字を繰り戻して、前年の所得税の還付を
受けることもできます。

青色事業専従者給与の必要経費算入
事業主の家族を従業員として雇用する場合、
家族への給与が全額必要経費に。

スタート
! 

加入申請（10月～11月）
保険料等の納付（12月末まで）

平成３０年

1
メリット

2
メリット

3
メリット

青色申告特別控除額

事業専従者控除

純損失の繰越し できない

なし

配偶者・・・８６万円
配偶者以外・・・５０万円 全額（届出の範囲内で払った金額）

できる

最高１０万円又は６５万円

◆白色申告との比較

白色申告 青色申告

最高

No

No

No

Yes

YesNoYes

Yes

Ｑ
．収
入
保
険
の
対
象
と
な
る
農
産
物
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
．農
業
者
が
自
ら
生
産
し
、販
売
し
て
い
る
農
産
物
の
販
売
収
入
全

体
を
対
象
と
し
ま
す
。た
だ
し
、
マ
ル
キ
ン
の
対
象
品
目
で
あ
る
、

肉
用
牛
・
肉
用
子
牛
・
肉
豚
・
鶏
卵
に
つ
い
て
は
含
み
ま
せ
ん
。

Ｑ
．作
業
受
託
料
は
対
象
収
入
と
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
．作
業
受
託
料
は
雑
収
入
と
し
て
計
上
さ
れ
る
こ
と
か
ら
対
象
収

入
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
．病
気
、
怪
我
に
よ
り
出
荷
量
が
減
少
し
て
収
入
が
減
少
し
た
場

合
、対
象
と
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．補
償
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
。

　
（
個
別
に
事
情
を
確
認
し
て
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
）

Ｑ
．果
樹
を
改
植
す
る
と
一
定
期
間
収
入
が
減
少
し
ま
す
が
、
補
て

ん
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．改
植
や
圃
場
整
備
等
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
保
険
期
間
の
収
穫
量

が
減
少
す
る
場
合
は
、
引
受
の
時
点
で
基
準
収
入
を
下
方
修
正

す
る
た
め
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．収
入
保
険
を
中
途
解
約
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
は

返
還
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
．収
入
保
険
の
保
険
料
は
掛
け
捨
て
で
あ
り
、
保
険
の
共
同
準
備

財
産
と
し
て
プ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
か
ら
中
途
解
約
に
よ
る
返
還
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。他
方
、
積
立
方
式
に
お
け
る
農
業
者

の
積
立
金
は
自
分
の
持
ち
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
途
解
約
の
場

合
は
返
還
し
ま
す
。

Ｑ
．保
険
料
、積
立
金
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．保
険
料
に
つ
い
て
は
、必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
。積
立
金
に

つ
い
て
は
預
け
金
と
な
り
ま
す
。

収
入
保
険
の
対
象
者
は
、
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業
者（
個
人
・
法
人
）で
す
。

（
た
だ
し
、現
金
主
義
の
農
業
者
は
対
象
外
で

す
）

農
業
者
ご
と
に
、
保
険
期
間
の
収

入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割

を
補
て
ん
し
ま
す
。

（
補
償
限
度
９
割
・
支
払
率
９
割

で
加
入
し
た
場
合
）

6
つ
の

ポ
イ
ン
ト
！

収
入
保
険
の

実
施
主
体
は
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
で
す
が
、
加
入
手
続
き
等

の
窓
口
は
、
地
域
の
農
業
共
済
組

合
が
担
当
い
た
し
ま
す
。小
さ
な

疑
問
か
ら
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
は
平
成
30
年
10
月
か
ら

で
す
が
、
４
月
よ
り
申
込
の
試
算

な
ど
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

収
入
保
険
は
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自

然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価

格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん

す
る
保
険
で
す
。

品
目
の
限
定
は

基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

米
・
畑
作
物
・
野
菜
・
果
樹
・
花
・
た
ば
こ
・
茶
・

し
い
た
け
・
は
ち
み
つ
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の

農
産
物
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

簡
易
な
加
工
品（
精
米
な
ど
）も
含
み
ま
す
。

※

農
業
共
済
、ナ
ラ
シ
対
策
、野
菜
価
格
安
定
制

度
等
の
他
の
類
似
制
度
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら

か
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※

肉
用
牛
・
肉
用
子
牛
・
肉
豚
・
鶏
卵
は
マ
ル
キ

ン
等
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
別
立
て
と

な
り
ま
す
。

農業者さまからのＱ＆Ａ（よくいただくご質問）

ポイント

1

ポイント

4
ポイント

5
ポイント

6

ポイント

2
ポイント

3

※平成30年3月15日までに青色申告承認申請書を提出すると、平成31年からの加入申請ができます。
※現金主義の農業者は対象外です。
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掛金率適用のイメージ

10

5

0

平
均
被
害
率（
％
）

A
さ
ん

B
さ
ん

C
さ
ん

D
さ
ん

E
さ
ん

F
さ
ん

G
さ
ん

H
さ
ん

●2 被害率から、それぞれの区分に
　    分けます。

●1 加入農家の過去 5年間の
      平均被害率を算出します。

●3 区分ごとの掛金率を適用し、掛金を算出します。

※危険段階を共済目的・施設区分ごとに設定

区分

1

2

3

4

掛金率

高

低

平均被害率の範囲

10％以上

5％以上10％未満

0.001％以上5％未満

被害なし

←Aさん、Fさん

←Bさん、Hさん

←Dさん、Gさん

←Cさん、Eさん

【 
水
稲
共
済 

】

平
成
30
年
産
か
ら
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
を

導
入
し
ま
す

【 

園
芸
施
設
共
済 

】

平
成
30
年
４
月
引
受
分
か
ら

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
を

導
入
し
ま
す

　

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
と
は
、「
掛
金
の

公
平
な
負
担
」を
目
的
と
し
て
、個
人
ご
と
の

被
害
実
態
に
見
合
っ
た
掛
金
率
の
設
定
を
行

う
制
度
で
す
。

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
方
法

　

被
害
率
算
定
期
間
（
平
成
30
年
産
設
定
の
場
合
平
成
24

〜
28
年
産
）中
の
平
均
被
害
率
と
、
国
よ
り
告
示
さ
れ
る
基

準
共
済
掛
金
率
を
基
に
11
段
階
設
定
さ
れ
ま
す
。ま
た
、
被

害
率
算
定
期
間
中
に
加
入
の
な
か
っ
た
加
入
者
、
新
規
加

入
者
に
つ
い
て
は
基
準
共
済
掛
金
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※

平
成
30
年
産
水
稲
適
用
の
基
準
共
済
掛
金
率
は
国
か
ら

の
告
示
前
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、下
記
の
設
定
例
は
、

現
行
料
率
を
基
に
計
算
し
た
表
と
な
り
ま
す
。

　
　

平
成
30
年
産
水
稲
に
適
用
さ
れ
る
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
は
、告
示
後
の
新
料
率
を
基
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

必
要
書
類
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　

平
成
30
年
産
水
稲
引
受
の
た
め
の
共
済
細
目
書
異
動
申
告

票
の
配
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

耕
地
の
作
付
内
容
な
ど
必
要
事
項
の
記
入
、押
印
の
上
、ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

記
載
内
容
に
変
更
の
な
い
方
、
作
付
予
定
の
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
も
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　農業災害補償制度の見直しに伴い、共済責任開始
日が平成 31年 1月以降のものにつきましては、通年
での加入が基本となります。これに伴い、未被覆期間
中の特定園芸施設に事故が発生した場合において
も補償の対象となります。ご理解とご協力をお願いい
たします。
※始期統一のための短期加入は可能です。（1カ月単位）

◆参考　現行料率にて計算した危険段階別共済掛金率表（設定例）

危険段階
区分

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11（基準）

20.000％ ～
10.000％ ～
7.000％ ～
5.000％ ～
3.000％ ～
2.000％ ～
1.000％ ～
0.500％ ～
0.002％ ～
0.000％ ～

100.000％
19.999％
9.999％
6.999％
4.999％
2.999％
1.999％
0.999％
0.499％
0.001％

0.367％
0.266％
0.208％
0.184％
0.161％
0.147％
0.138％
0.131％
0.124％
0.122％
0.123％

0.188％
0.136％
0.107％
0.094％
0.082％
0.075％
0.071％
0.067％
0.064％
0.062％
0.063％

0.122％
0.089％
0.069％
0.061％
0.054％
0.049％
0.046％
0.044％
0.041％
0.041％
0.041％

平均被害率
一筆一般方式
7割補償

一筆一般方式
6割補償

一筆一般方式
5割補償

掛金率 掛金率 掛金率

　

園
芸
農
家
ご
と
の
被
害
の
実
態
に
見
合
っ
た
掛
金
率
を

適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
間
の
共
済
掛
金
負
担
の

公
平
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。掛
金
率
は
、組
合
員
の
過

去
５
年
間
の
共
済
金
額
と
共
済
金
支
払
い
実
績
か
ら
、
毎

年
の
被
害
率
を
算
出
し
、
そ
の
平
均
の
被
害
率
の
高
さ
に

伴
い
掛
金
率
も
変
動
し
ま
す
。

本
体
及
び
附
帯
施
設
・
施
設
内
農
作
物
・
撤

去
費
用
の
３
種
類
の
共
済
目
的
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
施
設
区
分
（
ガ
ラ
ス
温
室
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど
）
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
設

定
し
ま
す
。

被
害
率
が
低
い
方
は
掛
金
が
安
く
、
被
害
率

が
高
い
方
は
掛
金
が
高
く
な
り
ま
す
。

導
入
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

何
が
対
象
に
な
る
の
？

QQ AA

平成31年1月
引受分から
通年加入となります
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掛金率適用のイメージ

10

5

0

平
均
被
害
率（
％
）

A
さ
ん

B
さ
ん

C
さ
ん

D
さ
ん

E
さ
ん

F
さ
ん

G
さ
ん

H
さ
ん

●2 被害率から、それぞれの区分に
　    分けます。

●1 加入農家の過去 5年間の
      平均被害率を算出します。

●3 区分ごとの掛金率を適用し、掛金を算出します。

※危険段階を共済目的・施設区分ごとに設定

区分

1

2

3

4

掛金率

高

低

平均被害率の範囲

10％以上

5％以上10％未満

0.001％以上5％未満

被害なし

←Aさん、Fさん

←Bさん、Hさん

←Dさん、Gさん

←Cさん、Eさん

【 

水
稲
共
済 

】

平
成
30
年
産
か
ら
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
を

導
入
し
ま
す

【 

園
芸
施
設
共
済 

】

平
成
30
年
４
月
引
受
分
か
ら

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
を

導
入
し
ま
す

　

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
と
は
、「
掛
金
の

公
平
な
負
担
」を
目
的
と
し
て
、個
人
ご
と
の

被
害
実
態
に
見
合
っ
た
掛
金
率
の
設
定
を
行

う
制
度
で
す
。

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
方
法

　

被
害
率
算
定
期
間
（
平
成
30
年
産
設
定
の
場
合
平
成
24

〜
28
年
産
）中
の
平
均
被
害
率
と
、
国
よ
り
告
示
さ
れ
る
基

準
共
済
掛
金
率
を
基
に
11
段
階
設
定
さ
れ
ま
す
。ま
た
、
被

害
率
算
定
期
間
中
に
加
入
の
な
か
っ
た
加
入
者
、
新
規
加

入
者
に
つ
い
て
は
基
準
共
済
掛
金
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※

平
成
30
年
産
水
稲
適
用
の
基
準
共
済
掛
金
率
は
国
か
ら

の
告
示
前
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、下
記
の
設
定
例
は
、

現
行
料
率
を
基
に
計
算
し
た
表
と
な
り
ま
す
。

　
　

平
成
30
年
産
水
稲
に
適
用
さ
れ
る
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
は
、告
示
後
の
新
料
率
を
基
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

必
要
書
類
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　

平
成
30
年
産
水
稲
引
受
の
た
め
の
共
済
細
目
書
異
動
申
告

票
の
配
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

耕
地
の
作
付
内
容
な
ど
必
要
事
項
の
記
入
、押
印
の
上
、ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

記
載
内
容
に
変
更
の
な
い
方
、
作
付
予
定
の
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
も
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　農業災害補償制度の見直しに伴い、共済責任開始
日が平成 31年 1月以降のものにつきましては、通年
での加入が基本となります。これに伴い、未被覆期間
中の特定園芸施設に事故が発生した場合において
も補償の対象となります。ご理解とご協力をお願いい
たします。
※始期統一のための短期加入は可能です。（1カ月単位）

◆参考　現行料率にて計算した危険段階別共済掛金率表（設定例）

危険段階
区分

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11（基準）

20.000％ ～
10.000％ ～
7.000％ ～
5.000％ ～
3.000％ ～
2.000％ ～
1.000％ ～
0.500％ ～
0.002％ ～
0.000％ ～

100.000％
19.999％
9.999％
6.999％
4.999％
2.999％
1.999％
0.999％
0.499％
0.001％

0.367％
0.266％
0.208％
0.184％
0.161％
0.147％
0.138％
0.131％
0.124％
0.122％
0.123％

0.188％
0.136％
0.107％
0.094％
0.082％
0.075％
0.071％
0.067％
0.064％
0.062％
0.063％

0.122％
0.089％
0.069％
0.061％
0.054％
0.049％
0.046％
0.044％
0.041％
0.041％
0.041％

平均被害率
一筆一般方式
7割補償

一筆一般方式
6割補償

一筆一般方式
5割補償

掛金率 掛金率 掛金率

　

園
芸
農
家
ご
と
の
被
害
の
実
態
に
見
合
っ
た
掛
金
率
を

適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
間
の
共
済
掛
金
負
担
の

公
平
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。掛
金
率
は
、組
合
員
の
過

去
５
年
間
の
共
済
金
額
と
共
済
金
支
払
い
実
績
か
ら
、
毎

年
の
被
害
率
を
算
出
し
、
そ
の
平
均
の
被
害
率
の
高
さ
に

伴
い
掛
金
率
も
変
動
し
ま
す
。

本
体
及
び
附
帯
施
設
・
施
設
内
農
作
物
・
撤

去
費
用
の
３
種
類
の
共
済
目
的
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
施
設
区
分
（
ガ
ラ
ス
温
室
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど
）
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
設

定
し
ま
す
。

被
害
率
が
低
い
方
は
掛
金
が
安
く
、
被
害
率

が
高
い
方
は
掛
金
が
高
く
な
り
ま
す
。

導
入
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

何
が
対
象
に
な
る
の
？

QQ AA

平成31年1月
引受分から
通年加入となります
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留
意
事
項

　
事
故
発
生
通
知
や
飼
養
管
理
を

怠
っ
た
場
合
、
重
大
な
過
失
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【 
家
畜
共
済 

】

【 

任
意
共
済 

】

待
期
間
中
の
事
故
で
あ
っ
て
も

共
済
金
が
請
求
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す

平
成
29
年
10
月
引
受
分
か
ら

新
た
な
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト

農業共済新聞
定期購読のご案内

本所

西三河支所

東三河支所

豊川出張所

東部家畜診療所

設楽分室

西部家畜診療所

〒446-0023  安城市上条町経根19-１

〒441-3415  田原市神戸町大坪9

〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165

〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165

〒441-2301  北設楽郡設楽町田口字大田12-1

〒444-0816  岡崎市羽根町字大池91-１

〒460-0002  名古屋市中区丸の内二丁目１番11号
尾張支所

尾張東部出張所

海部津島支所

半田支所

〒491-0833  一宮市平島３丁目６番16号

農林水産省の指導により、現金の取り扱いを無くす
取り組みをしています。口座振替の申込みには、農
業共済専用の「口座振替依頼書」の提出が必要
です。簡単な手続きで、口座登録ができます。詳しく
は、お近くの支所または出張所へお問い合わせくだ
さい。現金扱いの場合は、後日、引受確認をさせて
いただきますので、ご協力をお願い致します。

毎週水曜日（月４回）
年極購読料 

E-mail:info@nosai-aichi.or.jp又は
ＦＡＸ（０５２）２０４-０５３９でお申し込みください。
なお、この申込みで取得した個人情報は農業共済新聞を送付する際の購
読管理として利用すること以外の目的に利用することはありません。

全国農業共済協会
農業共済新聞 ホームページ  詳しくは http://www.nosai.or.jp/shinbun.php

年額４,680円

連 絡 先
TEL（052）204-2411 FAX（052）204-0539

TEL（0586）81-1111

TEL（052）204-2412

TEL（0567）66-1711

TEL（0569）20-7811

FAX（0586）81-1257

FAX（052）228-0244

FAX（0567）65-1201

FAX（0569）20-7805

TEL（0566）77-3220

TEL（0531）24-1789

TEL（0533）84-7300

TEL（0533）84-6544

TEL（0564）53-8811

FAX（0566）77-3223

FAX（0531）22-7500

FAX（0533）84-7301

FAX（0533）84-6548

FAX（0564）53-8812

掛金の口座振替の

お願い

農政ニュースのほか、農業情勢の解説、
最新農業技術、農産物流通、
農村生活（暮らし）、娯楽、

青年を対象にしたページなど豊富な内容。

TEL／FAX（0536）62-2120

【 発 行日】
【購読料金】 

【 申 込 み 】購読を希望される方は、氏名、郵便番号、住所、
電話番号を記入のうえ

（料金前納 ： 購読料にはお手元に配送する郵送料が含まれています）

待
期
間
中
の
事
故
の
取
扱
い

　

家
畜
の
導
入
な
ど
の
共
済
責
任
開
始
日

か
ら
２
週
間
以
内
（
待
期
間
）
に
発
生
し
た

死
廃
事
故
及
び
病
傷
事
故
は
、
原
則
と
し
て

共
済
金
が
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
事
故
原
因
が
加
入
後
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
ケ
ー
ス
は
、
共
済
金
が
請
求

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家
畜
の
導

入
及
び
事
故
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
ら
速

や
か
に
最
寄
り
の
支
所
等
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
末
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
事
故
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。当
組
合
の
農
機
具
損
害
共
済

で
は
、コ
ン
バ
イ
ン
等
農
機
具
の
衝
突
・
接
触
を
は
じ
め
、盗
難
や
自
然
災
害
な
ど
に
対

す
る
補
償
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。農
機
具
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
農
機
具
損
害
共
済
へ

の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆請求可能な事故の例

※

補
償
の
拡
充
に
伴
い
、総
合
共
済
の
掛
金
率
が
上
が
り
ま
し
た
。

1
総
合
共
済
の
、加
入
限
度
額
が
1
棟
に
つ
き
2
、0
0
0
万
円
か
ら

4
、0
0
0
万
円
に
ア
ッ
プ

2
総
合
共
済
の
、地
震
・
噴
火
・
津
波
に
よ
っ
て
罹
災
し
た
場
合
の
共
済
金

支
払
限
度
額
が
、加
入
共
済
金
額
の
30
％
か
ら
50
％
に
ア
ッ
プ

（
残
存
物
取
り
片
付
け
費
用
共
済
金
の
お
支
払
い
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

3
1
棟
に
つ
き
火
災
共
済
と
総
合
共
済
あ
わ
せ
て
、最
大
6
、5
0
0
万
円
の

加
入
限
度
額
が
1
億
円
に
ア
ッ
プ

4
特
別
費
用
共
済
金
（
対
象
事
故
で
全
損
し
た
場
合
に
お
支
払
い
す
る
共

済
金
）の
支
払
い
対
象
に
、風
害
・
ひ
ょ
う
害
・
雪
害
・
水
害
を
追
加

受傷、滑走、転倒、火災、
自然災害など

有害な飼料の摂取など

分娩
新生子の生後感染

母牛の死亡又は廃用

分　類 事　故 事 故 原 因

突発的に発症する病気

外　傷 切創、挫創、骨折、脱臼、
焼死、圧死、溺死など

事故原因が加入後にある
母牛の死亡又は廃用に伴う
胎子死

そ の 他

分娩に起因する病気 乳熱、子宮脱、新生子の
生後感染症など

中毒など

建
物
共
済

農
機
具
損
害
共
済

自
然
災
害
へ
の
補
償
を
拡
充
し
ま
し
た
！

（平成30年4月1日より 尾張支所に統合されます。）

（平成30年4月1日より 名称を変更し、尾張支所海部津島出張所となります。）

※事務所変更・移転につきましては裏面をご覧ください。

（愛知県農業共済会館５階）

（海部土地改良区会館２階）

（知多南部総合卸売市場内）

（平成30年4月1日より 〒460-0002 名古屋市中区丸の内二丁目１番１１号（愛知県農業共済会館５階） TEL（052）204-2412 FAX（052）228-0244）

平成30年2月13日より 〒475-0817 半田市東洋町三丁目60番地 TEL（0569）25-4451 FAX（0569）25-4452
平成30年4月1日より 名称を変更し、尾張支所半田出張所となります。（ ）

〒460-0002  名古屋市中区丸の内二丁目1番11号

〒498-0007  弥富市鎌倉町95

〒475-0946  半田市横山町200番地



1011

留
意
事
項

　
事
故
発
生
通
知
や
飼
養
管
理
を

怠
っ
た
場
合
、
重
大
な
過
失
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【 

家
畜
共
済 

】

【 

任
意
共
済 

】

待
期
間
中
の
事
故
で
あ
っ
て
も

共
済
金
が
請
求
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す

平
成
29
年
10
月
引
受
分
か
ら

新
た
な
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト

農業共済新聞
定期購読のご案内

本所

西三河支所

東三河支所

豊川出張所

東部家畜診療所

設楽分室

西部家畜診療所

〒446-0023  安城市上条町経根19-１

〒441-3415  田原市神戸町大坪9

〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165

〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165

〒441-2301  北設楽郡設楽町田口字大田12-1

〒444-0816  岡崎市羽根町字大池91-１

〒460-0002  名古屋市中区丸の内二丁目１番11号
尾張支所

尾張東部出張所

海部津島支所

半田支所

〒491-0833  一宮市平島３丁目６番16号

農林水産省の指導により、現金の取り扱いを無くす
取り組みをしています。口座振替の申込みには、農
業共済専用の「口座振替依頼書」の提出が必要
です。簡単な手続きで、口座登録ができます。詳しく
は、お近くの支所または出張所へお問い合わせくだ
さい。現金扱いの場合は、後日、引受確認をさせて
いただきますので、ご協力をお願い致します。

毎週水曜日（月４回）
年極購読料 

E-mail:info@nosai-aichi.or.jp又は
ＦＡＸ（０５２）２０４-０５３９でお申し込みください。
なお、この申込みで取得した個人情報は農業共済新聞を送付する際の購
読管理として利用すること以外の目的に利用することはありません。

全国農業共済協会
農業共済新聞 ホームページ  詳しくは http://www.nosai.or.jp/shinbun.php

年額４,680円

連 絡 先
TEL（052）204-2411 FAX（052）204-0539

TEL（0586）81-1111

TEL（052）204-2412

TEL（0567）66-1711

TEL（0569）20-7811

FAX（0586）81-1257

FAX（052）228-0244

FAX（0567）65-1201

FAX（0569）20-7805

TEL（0566）77-3220

TEL（0531）24-1789

TEL（0533）84-7300

TEL（0533）84-6544

TEL（0564）53-8811

FAX（0566）77-3223

FAX（0531）22-7500

FAX（0533）84-7301

FAX（0533）84-6548

FAX（0564）53-8812

掛金の口座振替の

お願い

農政ニュースのほか、農業情勢の解説、
最新農業技術、農産物流通、
農村生活（暮らし）、娯楽、

青年を対象にしたページなど豊富な内容。

TEL／FAX（0536）62-2120

【 発 行日】
【購読料金】 

【 申 込 み 】購読を希望される方は、氏名、郵便番号、住所、
電話番号を記入のうえ

（料金前納 ： 購読料にはお手元に配送する郵送料が含まれています）

待
期
間
中
の
事
故
の
取
扱
い

　

家
畜
の
導
入
な
ど
の
共
済
責
任
開
始
日

か
ら
２
週
間
以
内
（
待
期
間
）
に
発
生
し
た

死
廃
事
故
及
び
病
傷
事
故
は
、
原
則
と
し
て

共
済
金
が
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
事
故
原
因
が
加
入
後
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
ケ
ー
ス
は
、
共
済
金
が
請
求

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家
畜
の
導

入
及
び
事
故
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
ら
速

や
か
に
最
寄
り
の
支
所
等
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
末
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
事
故
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。当
組
合
の
農
機
具
損
害
共
済

で
は
、コ
ン
バ
イ
ン
等
農
機
具
の
衝
突
・
接
触
を
は
じ
め
、盗
難
や
自
然
災
害
な
ど
に
対

す
る
補
償
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。農
機
具
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
農
機
具
損
害
共
済
へ

の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆請求可能な事故の例

※

補
償
の
拡
充
に
伴
い
、総
合
共
済
の
掛
金
率
が
上
が
り
ま
し
た
。

1
総
合
共
済
の
、加
入
限
度
額
が
1
棟
に
つ
き
2
、0
0
0
万
円
か
ら

4
、0
0
0
万
円
に
ア
ッ
プ

2
総
合
共
済
の
、地
震
・
噴
火
・
津
波
に
よ
っ
て
罹
災
し
た
場
合
の
共
済
金

支
払
限
度
額
が
、加
入
共
済
金
額
の
30
％
か
ら
50
％
に
ア
ッ
プ

（
残
存
物
取
り
片
付
け
費
用
共
済
金
の
お
支
払
い
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

3
1
棟
に
つ
き
火
災
共
済
と
総
合
共
済
あ
わ
せ
て
、最
大
6
、5
0
0
万
円
の

加
入
限
度
額
が
1
億
円
に
ア
ッ
プ

4
特
別
費
用
共
済
金
（
対
象
事
故
で
全
損
し
た
場
合
に
お
支
払
い
す
る
共

済
金
）の
支
払
い
対
象
に
、風
害
・
ひ
ょ
う
害
・
雪
害
・
水
害
を
追
加

受傷、滑走、転倒、火災、
自然災害など

有害な飼料の摂取など

分娩
新生子の生後感染

母牛の死亡又は廃用

分　類 事　故 事 故 原 因

突発的に発症する病気

外　傷 切創、挫創、骨折、脱臼、
焼死、圧死、溺死など

事故原因が加入後にある
母牛の死亡又は廃用に伴う
胎子死

そ の 他

分娩に起因する病気 乳熱、子宮脱、新生子の
生後感染症など

中毒など

建
物
共
済

農
機
具
損
害
共
済

自
然
災
害
へ
の
補
償
を
拡
充
し
ま
し
た
！

（平成30年4月1日より 尾張支所に統合されます。）

（平成30年4月1日より 名称を変更し、尾張支所海部津島出張所となります。）

※事務所変更・移転につきましては裏面をご覧ください。

（愛知県農業共済会館５階）

（海部土地改良区会館２階）

（知多南部総合卸売市場内）

（平成30年4月1日より 〒460-0002 名古屋市中区丸の内二丁目１番１１号（愛知県農業共済会館５階） TEL（052）204-2412 FAX（052）228-0244）

平成30年2月13日より 〒475-0817 半田市東洋町三丁目60番地 TEL（0569）25-4451 FAX（0569）25-4452
平成30年4月1日より 名称を変更し、尾張支所半田出張所となります。（ ）

〒460-0002  名古屋市中区丸の内二丁目1番11号

〒498-0007  弥富市鎌倉町95

〒475-0946  半田市横山町200番地



前回の答えQ1：4000 本　Q2：842 台

Q

記入例を参考にご応募ください。応募いただいた個
人情報は、当選者の抽選以外には使用いたしません。

平成30年2月23日（金）当日消印有効
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて頂きます。

応募方法

締　切

記入例

62円
切手

1. 答え

2. 住所
　〒000-0000
　□□県□□市□□区
　□□0-0-0
3. 氏名：愛知 県子
4. 年齢：35 歳  
5 . TEL：000-0000-0000
6. ご意見・ご感想
 □□□□□□□□□

おもて う ら

名古屋市中区
丸の内２-1-11
NOSAI あいちクイズ係

4 6 0 0 0 0 2 □□

クイズに答えて図書カード
1000円分をプレゼント！

NOSAI あいちや農業
共済新聞に載りたい！
紹介してほしい！
という農家さんの情報
もお待ちしてます！

収入保険に加入するためには
□□申告をしていることが
前提となります。
□□に入る漢字は？

　

世
間
が
思
う
農
業
と
い
え
ば
『
き
つ
い
・
汚
い
・

か
っ
こ
悪
い
』
の
３
Ｋ
だ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
食
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
農
業
の
明
る
い
未
来

の
為
、
こ
れ
か
ら
は
『
感
動
で
き
る
・
カ
ッ
コ
い

い
・
稼
げ
る
』
の
３
Ｋ
産
業
に
な
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
農
業
の
明
る
い
未
来
を
実

現
化
出
来
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い
け
る

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
杉
村 

栄
規
さ
ん
）

愛
西
市
　（
写
真
右
か
ら
）

杉
村 

栄
規（
42
歳
）さ
ん

伊
藤 

雅
人（
21
歳
）さ
ん

杉
村 

彰
規（
22
歳
）さ
ん

水
稲
／
約
6
2
0
0
a 

な
ど（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）

12

事務所移転・名称変更のお知らせ

平成30年4月1日より尾張支所の事務所を移転する
ことにより、尾張東部出張所は統合します。4月1日以降
に、ご用の際は下記までご連絡下さい。

平成30年2月13日より事務所を移転いたします。

平成30年4月1日より名称を変更し、　
尾張支所海部津島出張所となります。

【 半田支所 】

【 海部津島出張所 】

【 尾張支所・尾張東部出張所 】

住　　所／〒４６０-０００２
　　　　　愛知県農業共済組合 尾張支所
　　　　　名古屋市中区丸の内二丁目１-１１　
　　　　　愛知県農業共済会館５階
電話番号／（０５２）２０４-２４１２
FAX番号／（０５２）２２８-０２４４

事務所移転先

事務所移転先
住　　所／〒４７５-０８１７
　　　　　愛知県農業共済組合 半田支所
　　　　　半田市東洋町三丁目６０番地
電話番号／（０５６９）２５-４４５１
FAX番号／（０５６９）２５-４４５２

※平成30年4月1日より名称を変更し、尾張支所半田出張所となります。

発
行
：
愛
知
県
農
業
共
済
組
合

〒
460-0002 名

古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
１
番
11号

  T
EL（
052）204 -2411  FA

X（
052）204 -0539 　

http://w
w
w
.nosai-aichi.jp
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ノーサイくん
ゆるキャラグランプリ2017
 9位入賞しました。
 応援ありがとう
   ございました。 


